
1016 情報処理 Vol.51 No.8 Aug. 2010

　　　　　コンピュータ将棋の不遜な挑戦
ミニ
特集

　毎年恒例となっている「世界コンピュータ将棋選

手権」，今回はコンピュータ同士の解説をするとい

う貴重な機会に恵まれた（図 -1，2）．

　年々進化し続けるコンピュータ将棋．大きな特徴

としてまず挙げられるのはまず「詰み」だろう．ほと

んどノータイムで詰ます光景は人間では考えられな

いほどの速さである．最近のコンピュータはそれだ

けではなく「大局観」が格段によくなったという．何

気ないことのようだがこれは将棋の実力向上に必須

な条件なのだ．もっとも私はコンピュータ将棋を見

る機会はほとんどなく，上記したような点を話に聞

いていただけだったのでどのくらい強くなったのか

個人的にも興味があった．今回解説して最も印象に

残った将棋を紹介したい．

　図 -3の▲Bonanza Feliz －△習甦の一戦をご覧

いただきたい．この将棋は途中までタイトル戦でも

出現した最新形で，正直私はこのことにかなり驚い

た．というのは，コンピュータは力戦形になるイメ

ージが強かったからで，プロの最新形を指すように

なったというのはおそらく最近のことなのではない

かと思う．さて，今▲ 4三金と「詰めろ」をかけた

ところ．この局面，プロが見たら第一感は「先手勝

ち」と思う人が多いはずである．理由としては，後

手玉はいかにも危なそうなのに対し先手玉は危ない

形をしているものの，桂と香ではなかなか詰ますの

は容易ではない，と思うからである．ところが実戦

は後手の習甦が勝ちとなった．その手順をご覧いた

だこう．

　図 -3 以下の指し手

△ 4五歩▲同玉△ 4四香▲ 3 六玉△ 3 二歩▲ 2 四

桂△ 3 九竜▲ 3 八飛△ 2 四銀▲ 2 二歩成△ 3 八竜

（図 -4）まで後手の勝ち

　この将棋を解説していた私は，この局面での投了

をみて，「え！？」と思ってしまった．コンピュータ

が投了したということはもちろん詰みがあるのだろ

うと考えたのだが，パッと見では詰まないように見

図 -1　解説会場風景 1 図 -2　解説会場風景 2
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えたからだ．結局 20 秒ほど考えて解説場にあった

パソコンに詰ましてもらうという恥ずかしいことに

なってしまったのだが，図 -4 からの詰みは予想を

上回る鮮やかな手順であった．

　図 -4 以下の手順

▲ 3 八同銀△ 4 六飛▲ 2 七玉△ 1 五桂▲ 2 八玉△

3六桂▲ 1九玉△ 2七桂不成！▲ 1八玉△ 2八桂成

▲同玉△ 3九角成▲ 2七玉△ 3 八馬▲同玉△ 4九

飛成▲ 2八玉△ 2七歩▲同玉△ 1五桂▲ 3七玉△ 3

六銀▲同玉△ 4六竜まで詰み

　手数が長くなってしまい恐縮だが，手順中の△ 2

七桂不成手が私の発見できなかった手で，ここを△

2七桂打としてしまうと詰まなくなってしまう．変

化は多岐にわたり，それぞれ非常にややこしいのだ

が，ぜひとも盤に並べていただいて先手玉が詰んで

いることを確認していただきたい．

　正直なところをいうと，図 -3 ～図 -4 にかけての

手順が最善かどうかは分からない．ただ水面下に潜

む変化は膨大なもので，今改めて読んでみても一手

一手選択肢が広く難解な局面である．「一目先手勝

ち」というプロ棋士の第一感があてにならないほど

コンピュータ将棋のレベルは上がっているのだ．

　今回の大会は激指の優勝で幕を閉じたが，その差

はわずかでどこが優勝してもおかしくないハイレベ

ルな戦いだった．こうしてコンピュータ将棋のレベ

ルが年々上がっているのは，プログラマ同士が切磋

琢磨しながら毎年この戦いに挑んでいるのも大きな

要因であろう．将棋に限らずライバルというものの

存在は勝負の世界においては必要な存在なのである．

　一昔前，コンピュータ将棋は詰将棋の世界でしか

見せ場がなかったが現在は違う．詰将棋の正確さを

武器とした終盤の実力に加え，プロ棋士の公式戦を

参考に学習して序中盤で大差がつくことがなくなっ

た．ここまで強くなったコンピュータ将棋が現役の

プロ棋士にどれくらい通用するのか？　その戦いが

今秋頃に始まろうとしている．コンピュータ将棋の

真価が問われるのはここからであろう．

（平成 22 年 5月 28 日受付）

図 -3　▲ 4三金まで 図 -4　▽ 3八龍まで投了局面
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【第 71 手　▲4三金　まで】
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【第 82 手　▽3八龍　まで】
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